
●第３章／市民生活と市政

同
和
問
題

　
同
和
問
題
（
部
落
差
別
）
は
、
中
世
か
ら
近
世

に
か
け
て
政
策
的
に
つ
く
ら
れ
た
身
分
差
別
で
あ

る
。
民
主
主
義
社
会
と
い
わ
れ
る
今
日
に
な
っ
て

も
、
な
お
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
基
本
的
人

権
を
著
し
く
侵
害
さ
れ
、
と
く
に
近
代
社
会
の
原

理
と
し
て
だ
れ
に
も
保
障
さ
れ
て
い
る
市
民
的
権

利
と
自
由
（
職
業
選
択
の
自
由
、
結
婚
の
自
由
、

居
住
お
よ
び
移
転
の
自
由
、
教
育
の
機
会
均
等
な

ど
）
が
完
全
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
人
び
と
が
存

在
す
る
、
と
い
う
最
も
深
刻
に
し
て
重
大
な
社
会

問
題
で
あ
る
。
今
日
、
同
和
問
題
の
早
急
な
解
決

は
、
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
で
あ
る
。

同
時
に
、
国
民
的
課
題
で
あ
り
、
市
民
的
課
題
で

あ
る
。

　
横
浜
市
の
場
合
、
な
お
今
て
も
同
和
問
題
を
か

か
え
て
い
る
地
域
が
存
在
す
る
ほ
か
、
他
都
市
か

ら
転
入
し
た
同
和
地
区
出
身
者
を
含
め
、
そ
の
経

済
的
、
社
会
的
地
位
の
向
上
を
阻
む
諸
要
因
が
残

存
し
て
お
り
、
そ
の
対
策
を
要
す
る
現
状
に
あ
る
。

■
横
浜
市
の
取
組
み

　
横
浜
市
は
、
総
理
府
同
和
対
策
審
議
会
の
答
申

な
ら
び
に
法
の
精
神
を
尊
重
し
、
四
九
年
か
ら
同

和
対
策
事
業
を
実
施
し
、
以
後
、
そ
の
充
実
・
強

化
を
図
っ
て
い
る
。

〔
市
民
・
企
業
へ
の
啓
発
〕
　
長
い
差
別
の
歴
史
的

経
過
を
み
る
と
、
同
和
問
題
が
非
常
に
根
深
い
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
・
企
業
な
ど
の
正
し

い
認
識
と
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

横
浜
市
で
は
、
「
広
報
よ
こ
は
ま
」
、
各
種
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
で
の
啓
発
や
講
演
会
の
開
催
な
ど
多
様
な

啓
発
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。

〔
人
権
を
尊
重
す
る
教
育
〕
　
同
和
問
題
の
解
決
を

図
る
た
め
に
は
、
人
権
尊
重
の
精
神
に
基
づ
く
同

和
教
育
を
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
連
携
の
も

と
に
、
総
合
的
、
継
続
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ

る
。
市
で
は
、
学
校
教
育
の
な
か
で
「
差
別
し
な

い
、
差
別
を
許
さ
な
い
」
児
童
・
生
徒
の
育
成
を

図
る
よ
う
学
校
指
導
に
努
め
る
と
と
も
に
、
人
権

教
育
研
究
協
力
校
に
お
い
て
実
践
的
研
究
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
教
職
員
へ
の
研
修
・
指
導
を
実

施
し
て
い
る
。

　
社
会
教
育
と
し
て
は
、
人
権
教
育
セ
ミ
ナ
ー
、

講
演
会
・
映
画
会
の
開
催
、
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
作
成
・
配
付
な
ど
に
よ
り
、
市
民
の
学
習
機
会

の
充
実
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
和
問
題

を
か
か
え
る
地
域
住
民
の
自
主
的
学
習
活
動
の
た

め
に
、
成
人
・
青
少
年
講
座
を
開
設
し
て
い
る
。

〔
福
祉
の
増
進
、
保
健
衛
生
の
向
上
な
ど
〕
　
同
和

問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、
同
和
地
区
出
身
者
の

福
祉
の
増
進
、
保
健
衛
生
や
生
活
水
準
の
向
上
、

経
済
的
地
位
の
向
上
と
安
定
が
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
生
活
資
金
・
事
業
資
金
な
ど
の
貸
付

け
や
助
成
お
よ
び
生
活
相
談
、
技
能
習
得
な
ど
の

事
業
を
行
っ
て
い
る
。

〔
生
活
環
境
の
改
善
〕
　
同
和
問
題
を
か
か
え
て
い

る
地
域
の
生
活
環
境
は
、
そ
の
周
辺
地
域
に
比
べ

る
と
比
較
的
低
位
な
状
態
に
あ
る
た
め
、
そ
の
改

善
対
策
を
五
四
年
か
ら
開
始
し
た
。
道
路
、
下
水
・

排
水
路
、
共
同
墓
地
、
子
供
の
遊
び
場
な
ど
を
整

備
す
る
と
と
も
に
、
ガ
ケ
地
の
崩
壊
防
止
、
地
域

集
会
所
の
建
設
助
成
な
ど
を
積
極
的
に
行
い
、
地

域
住
民
の
社
会
的
、
文
化
的
な
生
活
向
上
に
努
め

て
い
る
。
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①
　
心
豊
か
な
市
民
生
活
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